
た
か
ら
、
今
日
で
も
爾
白
と
い
つ
て
も
て
は
や
さ
れ
て
ゐ
る
、
だ
か
ら
甕
家

な
ど
で
も
一
の
自
信
力
を
堅
め
て
勇
猛
に
や
れ
ば
、
醤
令
邪
道
に
も
せ
よ
正

道
に
せ
よ
兎
に
角
成
功
す
る
、
そ
れ
で
な
け
れ
ば
批
評
家
が
こ
う
い
ふ
た
と

い
ふ
て
は
動
き
、
大
家
が
こ
う
描
い
た
と
い
ふ
て
は
動
き
、
生
涯
人
に
動
か

さ
れ
ど
う
し
で
宜
に
つ
ま
ら
ん
で
す
、
云
々
、

（
明
治
三
十
二
年
七
月
二
十
八
日
『
京
都
日
出
新
聞
』
）

③

黒
田
清
輝
の
学
校
改
革
案

本
校
は
創
設
以
来
国
粋
主
義
的
方
針
の
も
と
に
運
営
さ
れ
て
き
た
が
、
岡
倉

校
長
退
陣
と
と
も
に
方
針
が
不
明
瞭
に
な
り
、
混
乱
が
生
じ
た
。
そ
の
た
め
に

一
刻
も
早
く
新
し
い
方
針
を
樹
立
し
て
学
校
の
体
制
を
た
て
直
す
必
要
に
迫
ら

れ
、
久
保
田
校
長
心
得
が
そ
の
任
に
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
左
記
の
新
聞
記

事
を
読
む
と
、
彼
が
鋭
意
学
校
改
革
と
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

△
美
術
教
育
談
東
京
美
術
學
校
長
久
保
田
鼎
頃
日
記
者
に
語
て
曰
く
美

術
學
校
が
向
来
取
ん
と
す
る
所
の
方
針
ハ
暫
ら
く
措
き
箪
に
予
一
個
の
希
望

を
以
て
す
れ
バ
先
づ
國
内
に
於
け
る
美
術
界
の
老
大
家
を
名
巻
講
師
若
く
ハ

名
唇
顧
問
等
の
名
に
依
り
て
間
接
直
接
に
學
校
に
闘
係
せ
し
め
或
る
意
味
に

於
て
所
謂
普
通
講
座
の
制
度
を
布
き
敢
て
修
業
年
限
等
を
限
る
こ
と
な
く
永

久
を
期
し
て
大
美
術
家
を
造
出
す
る
の
計
霊
を
立
つ
る
を
肝
要
な
り
と
す

現
在
の
如
く
僅
々
三
四
年
の
在
學
練
習
を
経
た
る
の
み
の
學
生
等
が
早
く
も

美
術
の
神
箭
を
會
得
し
た
る
か
の
如
く
誤
解
し
旗
織
を
樹
て
4
何
派
何
流
と

自
稲
し
意
氣
揚
々
世
に
特
立
せ
ん
と
す
る
が
如
き
風
あ
る
に
於
て
ハ
日
本
美

術
の
登
逹
を
妨
ぐ
る
も
の
少
な
か
ら
ざ
れ
バ
な
り
云
々
説
得
て
肯
緊
を
得

な
し
） 一

方
、
こ
の
よ
う
な
時
期
に
登
場
し
た
の
が
黒
田
清
輝
の
改
革
案
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
明
治
三
十
二
年
二
月
頃
公
表
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
原
本
は
今
日

所
在
不
明
で
あ
る
が
、
幸
い
な
こ
と
に
明
治
三
十
三
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
翌

四
月
十
七
日
ま
で
の
間
の

『
二
六
新
報
』
に
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
内

容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
初
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
「
美
術
教
育
の
方

針
」
で
、
次
が
「
黒
田
清
輝
氏
の
美
術
教
育
に
関
す
る
意
見
書
」
（
原
題
の
記
載

で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
執
筆
の
い
き
さ
つ
が
記
さ
れ

て
い
る
。

美
術
界
消
息

〇
故
外
山
博
士
と
黒
田
清
輝
氏
是
は
寧
ろ
外
山
氏
の
逸
事
と
す
る
が
穏

営
で
あ
ら
う
が
、
亦
美
術
界
の
一
佳
話
と
し
て
偕
ふ
る
に
足
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
本
欄
の
店
開
き
と
し
て
、
先
づ
此
事
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

＿帝
國
大
學
で
は
代
々
の
大
學
穂
長
の
肖
像
油
霊
を
額
に
し
て
懸
け
て
置
く

例
な
の
で
外
山
氏
も
そ
れ
が
必
要
に
な
っ
た
、
所
で
此
肖
像
は
御
営
人
の
望

み
の
霊
工
に
隅
む
例
に
な
っ
て
居
る
の
で
、
外
山
氏
は
黒
田
清
輝
氏
を
名
差

へ
い
ぜ
い

し
で
頼
ん
だ
、
但
し
相
識
の
間
柄
で
は
無
か
っ
た
、
が
、
已
常
黒
田
氏
の
甕

風
に
は
意
を
傾
け
て
居
た
の
で
。

〔
三
十

一
年
〕

右
は
一
昨
年
の
十
一
月
頃
で
、
外
山
氏
が
例
の
圏
書
館
通
ひ
を
始
め
た
頃

の
話
。
黒
田
氏
は
右
の
申
込
に
封
し
、
貴
陽
謹
ん
で
承
知
し
た
、
然
し
拙
者

は
他
の
聾
工
の
様
に
現
在
の
人
を
描
く
に
其
の
窯
員
か
ら
書
く
こ
と
は
お
断

り
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
申
送
っ
た
、
所
が
外
山
氏
は
無
論
お
隔
み
す
る
以
上
は

た
り
と
い
ふ
べ
し

（
明
治
三
十
二
年
三
月
六
日
『
万
朝
報
』
）
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美
術
界
消
息

〇
故
外
山
博
士
と
黒
田
消
輝
氏
（
承
前
）
斯
く
て
此
雨
人
は
毎
日
相
會
ふ

の
で
、
種
々
な
話
か
ら
遂
に
箱
甕
の
談
に
も
及
ん
で
見
る
と
、
仲
々
談
せ
る

の
で
、
黒
田
氏
も
段
々
本
＿音
を
吐
き
、
外
山
氏
も
大
さ
う
其
の
意
見
に
賛
成

を
為
し
、
是
非
黒
田
氏
の
惹
見
を
宜
行
し
て
見
た
い
と
云
ふ
考
を
起
し
た

ソ
コ
で
兎
に
角
其
意
見
を
一
通
り
書
い
て
見
せ
て
貰
い
た
い
と
云
ふ
事
に
な

っ
た
、
黒
田
氏
も
是
ま
で
度
々
有
力
家
に
も
話
し
て
見
た
が
、
ド
ゥ
も
心
か

ら
解
つ
て
呉
れ
て
、
ソ
レ
で
其
通
り
是
非
宜
行
し
た
い
と
云
ふ
様
な
篤
志
家

に
出
つ
く
は
し
た
事
が
無
い
の
で
、
此
の
外
山
氏
に
到
し
て
は
大
さ
う
知
己

の
感
を
為
し
、
早
速
一
篇
の
意
見
書
を
作
っ
て
出
し
た
、
今
日
の
本
紙
上
段

に
掲
載
し
始
め
た
る
『
美
術
数
育
之
方
針
』
は
即
ち
其
れ
で
あ
る
、
是
は
未

（
明
治
三
十
三
年
二
月
二
十
四
日
『
二
六
新
報
』
）

質
物
を
鴬
し
て
貰
い
た
い
と
あ
っ
た
の
で
、
黒
田
氏
も
快
よ
く
引
受
け
た
、

所
で
次
に
豫
め
定
め
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
場
所
と
時
間
の
事
で
あ

る
、
私
の
宅
で
も
宜
い
が
チ
ト
邊
都
で
お
氣
の
毒
だ
か
ら
、
い
つ
そ
の
事
私

の
方
か
ら
貴
下
の
美
術
學
校
ま
で
行
て
描
い
て
貰
ふ
こ
と
に
仕
ま
し
や
う
と

の
外
山
氏
の
申
出
で
に
、
黒
田
氏
も
願
っ
た
り
叶
っ
た
り
の
好
都
合
を
喜
ぴ

時
間
を
も
毎
日
午
後
一
時
半
と
約
束
し
た
、

ぉ
っ

兎
角
一
度
大
臣
で
も
す
る
と
、
異
に
氣
取
り
た
が
る
も
の
だ
が
、
外
山
氏

さ

に
は
チ
ッ
ト
も
爾
う
云
ふ
風
が
無
く
、
自
分
か
ら
美
術
學
校
ま
で
通
つ
て
来

る
と
云
ふ
其
事
が
既
に
黒
田
氏
に
取
っ
て
は
非
常
に
楡
快
を
感
じ
た
、
其
上

に
外
山
の
来
る
の
が
キ
チ
ン
と
一
時
一
＿
一
十
分
で
、

一
分
た
り
と
も
約
束
を
違

ヘ
ぬ
の
に
は
盆
感
心
し
た
さ
う
な
（
未
完
）

つ
い

（
明
治
三
十
三
年
三
月
二
十
五
日
『
二
六
新
報
』）

だ
一
般
に
公
に
し
た
こ
と
は
無
く
、
ホ
ン
の
一
部
少
敷
の
営
局
者
の
間
に
の

み
知
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
誼
者
は
十
分
精
聞
玩
味
さ
れ
た
い

お
も

斯
く
て
外
山
氏
は
之
を
文
部
の
営
局
者
及
び
美
術
教
育
に
開
し
て
居
る
重

だ
ち立

の
人
々
に
も
見
せ
、
越
え
て
翌
年
（
三
十
二
年
）
の
二
月
中
ば
頃
で
あ
っ

た
、
右
の
人
々
凡
そ
十
幾
名
と
云
ふ
を
、
外
山
氏
が
會
主
で
某
所
へ
招
待

し
、
段
々
各
自
の
意
向
を
聞
い
た
所
が
、
皆
な
其
趣
意
に
は
大
祠
成
で
あ
る

と
云
ふ
事
で
、
外
山
氏
も
黒
田
氏
も
頗
る
滴
足
で
其
時
は
散
會
し
た
、

ソ
コ
で
各
自
十
分
の
考
案
を
立
て
た
上
で
尚
第
二
會
を
催
し
、
今
度
は
い

よ
／
＼
其
の
宜
行
方
法
を
相
談
す
る
筈
で
あ
っ
た
の
が
、
段
々
と
延
々
に
成

し
か
も

り
、
遂
に
今
日
に
到
り
加
之
肝
腎
の
外
山
氏
が
園
ら
ず
も
冥
土
の
人
に
為
つ

て
了
っ
た
の
で
、
黒
田
氏
は
少
か
ら
ず
力
を
落
し
て
居
る
と
云
事
。
知
己
容

易
に
得
難
し
、
洵
に
一
大
恨
事
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
る

こ
の
よ
う
に
、

「
美
術
教
育
の
方
針
」
の
方
は
外
山
正
一
（
嘉
永
元
年
＼
明
治

三
十
三
年
三
月
八
日
）
の
要
請
に
よ
っ
て
黒
田
が
執
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、
外
山

は
こ
れ
を
文
部
省
の
当
局
者
や
美
術
教
育
の
関
係
者
十
数
人
に
示
し
、
賛
成
を

得
て
、
実
行
方
法
を
協
議
し
よ
う
と
し
た
段
階
で
死
去
し
て
し
ま

っ
た
の
だ
と

い
う
。
右
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
黒
田
が
こ
れ
を
執
筆
し
た
の
は
明
治
三
十

一
年

末
頃
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

外
山
正
一
は
も
と
静
岡
藩
士
。
蕃
書
調
所
に
入
り
、
次
い
で
開
成
所
教
授
方

と
な
り
、
慶
応
元
年
に
幕
府
の
命
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
に
留
学。

明
治
五
年
ア

メ

リ
カ
に
留
学
し
、
ミ

シ
ガ
ン
大
学
で
哲
学
、
理
学
を
学
び
、
開
成
学
校
、

で
東
京
大
学
教
授
と
な
り
、
同
三
十
年
総
長
に
就
任
。
翌
三
十
一
年
四
月
か
ら
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と
記
さ
れ
て
い
る
の
と
、
最
終
回
末
尾
に
、

二
ヶ
月
間
、
伊
藤
内
閣
の
文
部
大
臣
を
つ
と
め
た
。
か
つ
て
森
有
礼
と
近
し
く
、

本
校
開
校
直
前
の
頃
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
岡
倉
覚
三
ら
の
美
術
学
校
構
想
に
敵
対

す
る
側
に
立
っ
て
い
た
こ
と
は
既
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
（
第
一
巻
104
頁）。

も
う

一
方
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
初
回
掲
載
分
の
冒
頭
に

黒
田
濡
輝
氏
の
「
美
術
教
育
の
方
針
」
は
先
に
本
紙
に
絞
載
し
た
れ
ば
讀
者

は
氏
の
意
見
の
存
す
る
所
を
了
せ
し
な
ら
ん
、
尚
氏
が
営
時
其
筋
に
向
つ
て

提
出
せ
る
意
見
書
を
得
た
れ
ば
本
欄
に
掲
ぐ
る
こ
と
と
せ
り

編
輯
者
附
記
す
、
此
意
見
書
は
黒
田
消
輝
氏
が
明
治
三
十
―
二
年
頃
、
即
ち

故
外
山
博
士
と
始
め
て
相
識
り
た
る
の
時
代
の
意
見
に
し
て
、
要
す
る
に
黒

〔
不
明
〕

田
氏
一
家
の
言
た
る
に
過
ぎ
ず
、
口
に
今
日
の
賀
際
に
於
て
尚
此
意
見
を
固

守
し
居
ら
る
A

や
否
や
は
自
か
ら
別
問
題
に
濁
す
、
特
に
氏
は
今
度
其
筋
よ

り
美
術
制
度
取
調
の
為
め
洋
行
を
命
ぜ
ら
れ
た
れ
ば
〔
明
治
三
十
三
年
三
月

二
十

一
日
発
令
ー
|
_編
者
註
〕
蹄
来
如
何
な
る
意
見
を
焚
表
せ
ら
る
4

や
未

だ
逆
め
知
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
、
芳
方
此
意
見
を
以
て
直
ち
に
黒
田
氏

が
今
日
現
に
主
唱
し
つ
つ
あ
る
も
の
と
倣
す
な
き
を
要
す

と
い
う
こ
と
わ
り
書
き
が
あ
る
の
み
で
、
い
か
な
る
事
情
の
も
と
に
「
其

筋
」
へ
提
出
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、

本
篇
と
「
美
術
教
育
の
方

針
」
と
の
関
係
も
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
本
篇
の
内
容
が
東
京
美
術
学
校
改
革

の
全
体
的
構
想
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

「
美
術
教
育
の
方
針
」
は
絵
画
教
育
改

革
法
の
み
を
論
じ
て
お
り
、
総
論
に
対
す
る
各
論
の
意
味
合
い
を
感
じ
さ
せ
る

直
彦
、

の
で
、
執
筆
順
序
は
本
篇
の
方
が
先
き
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
其
筋
」
が
文
部
大
臣
な
い
し
文
部
省
で
あ
る
こ
と
は
殆
ん
ど
疑
い
を
容
れ

な
い
。
校
長
で
も
な
く
一
教
授
に
す
ぎ
な
い
黒
田
が
こ
う
し
た
行
動
を
と
っ
た

こ
と
は
子
爵
黒
田
清
網
の
嗣
子
（
大
正
六
年
製
爵
）
と
い
う
社
会
的
地
位
の
高
さ

を
自
他
と
も
に
認
め
て
い
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
明
治
三
十
二
年
四

月
一
日
、
黒
田
は
本
校
か
ら
京
都
出
張
の
辞
令
を
受
け
、
同
日
、
文
部
大
臣
樺

山
資
紀
（
明
治
三
十
一
年
十

一
月
＼
同
三
十
三
年
十
月
在
任
）
の
学
事
視
察
に
随
行

し
た
。
随
行
者
は
専
門
学
務
局
長
上
田
万
年
と
大
臣
秘
書
官
正
木
直
彦
、
お
よ

び
黒
田
の
三
人
で
、
京
都
市
美
術
工
芸
学
校
、

武
徳
殿
新
築
工
事
、

高

等

学

校
、
京
都
大
学
そ
の
他
を
、
大
阪
で
工
業
学
校
、
木
津
川
沿
岸
や
河
口
附
近
の

工
事
、
安
治
川
の
光
景
を
視
察
し
た
が
、
黒
田
の
随
行
は
美
術
学
校
改
革
問
題

と
多
分
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
随
行
者
の
顔
ぶ
れ
が

「
一
時
大
に
美
術
學
校
を
改
一艮
す
る
了
簡
が
あ
ッ
た
」

(52
頁
『
時
事
新
報
』
記

事
参
照
）
と
い
う
上
田
万
年
と
、
の
ち
に
校
長
と
し
て
本
校
に
乗
り
込
む
正
木

お
よ
び
黒
田
で
あ
り
、
し
か
も
第
一
に
京
都
市
美
術
工
芸
学
校
を
視
察

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
黒
田
が
上
記
意
見
書
の
中
で
本
校
か

ら
工
芸
部
門
を
分
離
す
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
て
い
る
こ
と
と
、
折
り
し
も
京

都
に
官
立
美
術
工
芸
学
校
を
設
置
す
る
こ
と
が
帝
国
議
会
で
可
決
し
（
三
十
二

年
三
月）
、
文
部
省
が
本
校
や
京
都
市
美
術
工
芸
学
校
の
科
の
統
廃
合
な
ど
を
含

む
具
体
的
設
置
計
画
の
検
討
を
始
め
た
こ
と
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
本
校
改

革
、
就
中
工
芸
分
離
の
準
備
と
い
う
こ
と
を
―
つ
の
目
的
と
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の

三
十
二
年
十
二
月
に
は
黒
田
と
久
米
桂
一
郎

が
文
部
省
の
命
を
受
け
て
京
都
の
美
術
工
芸
取
調
べ
を
行
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
同
月
六
日
付
『
京
都
日
出
新
聞
』
に
「
右
は
官
立
美
術
工
藝
學
校
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•••••••••••••••••••• ▲
美
術
教
育
の
方
針
は
将
来
必
然
の
趨
勢
に
随
ふ
べ
し

美
術
教
育
の
方
針

黒
田
清
輝

以
下
両
篇
を
転
載
す
る
。
『
二
六
新
報
』
に
は
毎
回
標
題
と
筆
者
名
が
記
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
初
回
分
の
み
記
載
し
、
ル
ビ
は
必
要
と
思
わ
れ
る
も

の
以
外
は
省
略
し
、
原
文
以
外
の
句
読
点
が
必
要
な
箇
所
は
一
字
あ
け
る
。
な

お
、
意
見
書
の
方
は
原
文
に
標
題
が
無
か
っ
た
の
か
、
初
回
掲
載
分
に
は
標
題

が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
第
二
回
掲
載
分
か
ら
「
黒
田
清
輝
氏
の
美
術
教
育
に
関

す
る
上
申
書
（
第
三
回
掲
載
分
に
お
い
て
意
見
書
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
。）」

仮
題
が
附
さ
れ
て
い
る
。

と
い
う

を
嘗
市
に
設
置
の
準
備
及
同
校
設
置
の
上
は
東
京
美
術
學
校
學
則
改
正
の
必
要

あ
る
を
以
て
夫
れ
等
の
事
に
開
し
調
査
を
暖
托
さ
れ
た
る
な
り
と
云
ふ
」
と
あ

る
の
で
、
本
校
改
革
を
目
的
と
す
る
取
調
べ
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
右
に
述
べ
た
こ
と
は
黒
田
が
本
校
改
革
を
非
常
に
積
極
的

に
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
と
、
文
部
省
が
彼
の
意
見
を
尊
重
し
て
い
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
根
本
か
ら
本
校
を
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た

か
も
知
れ
な
い
黒
田
の
こ
の
改
革
案
は
実
現
を
見
ず
に
終
っ
た
。
実
現
を
阻
ん

だ
第
一
の
原
因
は
本
書
第
一
巻

(272
頁
）
に
記
し
た
よ
う
に
、

京
都
の
官
立
美

術
工
芸
学
校
設
立
問
題
が
美
術
で
は
な
く
工
業
教
育
関
係
の
有
力
者
た
ち
の
手

中
に
帰
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

『
時
事
新
報
』
の
△
△
生
（
大
村
西
崖
）
な
ど

の
発
言

(52
頁
に
掲
載
）
に
信
を
置
く
な
ら
ば
、
浜
尾
新
が
真
正
面
か
ら
反
対
し

た
こ
と
な
ど
も
―
つ
の
原
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
や
維
新
の
政
愛
あ
り
て
よ
り
絃
に
三
十
餘
年
、
是
人
生
一
代
の
愛
り
目

と
も
云
ふ
べ
き
年
時
を
紐
て
一
た
び
破
壊
し
た
る
社
會
も
漸
く
其
組
織
を
定

め
ん
と
し
、
社
會
の
精
華
た
る
藝
術
は
敷
回
の
動
揺
を
紐
て
其
端
緒
に
つ

き
、
将
に
着
宜
な
る
焚
逹
期
に
向
は
ん
と
す
る
の
時
な
り
、
此
際
に
臨
み
て

美
術
の
教
育
に
適
嘗
の
方
針
を
確
定
し
、
其
進
路
を
開
か
ん
事
は
極
め
て
緊

要
の
問
題
な
り
と
す
。
然
れ
ど
も
此
問
題
は
、
軽
々
に
一
決
せ
ら
る
可
ら

ず
、
藝
術
は
時
代
に
應
じ
て
社
會
に
現
は
る
4
自
焚
的
産
物
に
し
て
、
強
て

方
針
を
定
め
て
、
其
焚
逹
を
左
右
す
べ
き
も
の
に
非
ず
、
助
長
的
方
針
は
却

て
危
害
を
招
く
べ
く
、
寧
ろ
自
然
の
稜
逹
に
任
す
る
に
如
か
ず
、
公
正
な
る

着
眼
を
以
て
現
今
の
時
代
を
観
察
し
、
既
往
の
笹
歴
と
現
時
の
宜
状
と
に
鑑

み
て
将
来
の
趨
勢
を
断
定
し
、
其
最
も
自
然
に
且
最
も
正
常
な
る
傾
向
を
豫

知
し
て
、
将
に
就
か
ん
と
す
る
路
を
撰
開
せ
ん
事
、
是
を
採
る
べ
き
方
針
と

は
云
ふ
な
り
。

••••••• △
世
界
競
進
の
時
代

今
日
は
如
何
な
る
時
代
な
る
か
と
い
ふ
に
、
宜
に
世
界
競
進
の
時
代
な

り
、
器
械
の
便
利
日
に
開
け
て
、
世
界
の
面
積
は
時
間
の
上
よ
り
縮
減
せ
ら

れ
曾
て
絶
東
遼
遠
の
一
隅
に
僻
在
し
た
る
吾
人
の
邦
図
も
、
競
進
の
渦
中
に

投
せ
ら
れ
、
泰
西
の
氣
運
は
直
ち
に
我
事
物
に
影
響
を
及
ぽ
せ
り
、
況
ん
や

藝
術
に
は
、
素
よ
り
邦
國
の
領
界
な
く
、
相
互
交
換
し
て
新
し
き
精
華
を
稜

せ
ん
と
す
る
に
如
何
な
る
強
力
の
帝
櫂
あ
る
も
、
之
を
避
く
る
の
術
な
か
ら

ん
、
此
の
如
き
時
代
に
あ
り
て
先
づ
斥
け
ざ
る
を
得
ざ
る
も
の
は
、
保
守
思

想
と
鎖
國
思
想
に
し
て
、
荀
も
事
物
の
稜
逹
を
欲
す
る
も
の
は
、
須
く
眼
を

開
き
て
世
界
の
形
勢
を
熟
察
せ
ざ
る
可
ら
ず
、
東
洋
の
藝
術
が
歌
洲
に
知
ら
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い
さ
な

今
の
世
紀
は
科
學
の
時
代
な
り
、
科
學
思
想
の
痰
逹
が
美
術
の
斐
動
を
誘

ふ
は
自
然
の
勢
に
し
て
、
歌
洲
の
藝
術
が
此
愛
化
を
受
け
て
嵯
鉄
す
る
こ
と

な
く
、
却
て
新
思
想
を
衰
揚
し
て
新
し
き
方
向
に
進
歩
の
跡
を
顕
は
し
、

一

か
が
や
か

種
の
光
彩
を
輝
す
も
の
は
其
故
な
か
る
べ
か
ら
ず
、
思
ふ
に
彼
美
術
は
常

固
に
し
て
動
す
べ
か
ら
ざ
る
基
礎
の
上
に
建
て
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
此

か
は

基
礎
た
る
や
、
仮
令
人
文
の
進
運
如
何
な
る
方
面
に
向
ふ
と
も
易
る
こ
と
な

く
、
仮
令
千
古
の
久
し
き
を
経
る
も
嬰
ず
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

．．．．． 

▲
歌
洲
之
藝
術

（
三
月
二
十
五
日
付
）

れ
た
る
こ
と
日
猶
浅
し
と
雖
、
彼
の
技
法
に
革
新
の
機
動
を
典
へ
て
、
着
々

と
し
て
其
面
目
を
改
め
、
種
々
の
技
術
に
日
本
趣
味
の
頻
り
に
採
用
せ
ら
る

4

は
事
宜
な
り
、
而
か
も
欧
洲
の
藝
術
に
は
確
乎
た
る
基
礎
の
存
す
る
あ

り
、
其
趣
味
の
斐
化
は
極
め
て
面
白
き
結
果
を
現
は
せ
り
、
或
は
此
欣
態
を

見
て
深
く
其
質
を
究
め
ず
、
西
欧
の
美
術
は
瀬
く
日
本
化
し
了
る
べ
し
と
な

し
、
曾
て
其
外
客
が
、
投
機
的
論
鋒
を
鼓
舞
し
て
、
慎
正
の
美
術
は
燭
り
本

邦
に
存
す
と
い
へ
る
諌
言
を
信
じ
、
祖
法
を
墨
守
し
て
敢
て
時
代
の
澁
移
を

顧
み
ざ
る
が
如
き
あ
ら
ば
、
我
の
長
慮
は
悉
く
臥
人
の
為
に
活
用
せ
ら
れ

て
、
我
藝
術
は
遂
に
無
能
の
涸
泉
朽
木
と
な
り
果
つ
べ
き
徴
候
は
既
に
今
日

一
部
の
上
に
顕
は
れ
た
る
に
非
ず
や
、
さ
れ
ば
我
藝
術
を
開
装
す
る
の
策
を

さ
き
だ

議
す
る
に
先
ち
て
、
泰
西
藝
術
の
性
質
を
知
り
て
、
其
向
後
の
大
勢
を
測
らぼ

く

ん
事
至
常
の
順
序
な
る
べ
し
、
何
と
な
れ
ば
彼
の
形
勢
は
以
て
我
将
来
を
ト

す
る
を
得
べ
け
れ
ば
な
り

▲
希
服
術
は
歌
洲
藝
術
之
基
礎

何
れ
の
邦
國
又
何
れ
の
時
代
を
問
は
ず
、
造
形
的
藝
術
の
完
全
な
る
稜
逹

ぎ
り
し
や

を
為
し
た
る
こ
と
、
希
服
時
代
に
比
す
べ
き
も
の
あ
ら
ざ
れ
ば
、
公
正
な
る

黎
識
を
有
す
る
も
の
4

等
し
く
認
諾
す
る
所
に
し
て
、
希
服
の
土
地
と
上
古

の
生
民
と
其
時
代
の
境
遇
及
び
習
俗
は
、
美
術
の
培
養
に
適
営
な
る
あ
ら
ゆ

る
條
件
を
具
備
し
、
最
も
自
然
に
且
つ
最
道
理
的
な
る
物
形
を
作
り
出
す
の

道
早
く
生
じ
て
二
千
餘
年
を
隔
て
た
る
今
世
に
向
つ
て
確
乎
た
る
基
礎
を
興

へ
た
り
、
今
の
藝
術
は
、
其
愛
態
様
々
な
り
と
も
、
其
根
元
を
挫
ふ
は
希
騰

逍
作
な
る
こ
と
忘
る
べ
か
ら
ず
。

希
服
の
藝
術
は
、
中
古
の
暗
黒
時
代
に
至
り
て
一
旦
啜
滅
に
蹄
し
、
開
化

の
光
消
え
て
社
會
は
幼
稚
な
る
人
間
の
原
性
に
退
き
、
道
理
的
物
形
を
造
る

の
術
、
一
時
厭
洲
の
諸
邦
に
忘
失
せ
ら
れ
た
る
が
此
間
に

生
じ
た
る
藝
品

は
、
幽
冥
な
る
宗
教
思
想
を
表
現
す
る
が
為
め
に
、
今
日
之
を
研
究
す
る
も

の
な
き
に
あ
ら
ざ
れ
ど
、
固
よ
り
一
部
の
好
奇
家
が
、
趣
味
の
珍
奇
な
る
を

宜
翫
す
る
に
止
ま
り
、
敢
て
美
術
の
餌
債
を
屈
す
る
に
足
ら
ず
、
爾
後
一
千

餘
年
を
鰹
て
、
以
太
利
の
醤
土
に
文
藝
復
興
の
氣
運
熟
す
る
や
、
従
来
の
無

氣
無
能
な
る
藝
術
は
影
を
納
め
て
、
道
理
的
藝
術
は
次
第
に
諸
邦
に
起
る

此
氣
運
を
促
し
た
る
は
、
希
服
美
術
の
追
作
多
く
登
見
せ
ら
れ
て
、
藝
術
振

興
の
道
開
け
た
る
に
依
る
。

．
．
．
．
．
．
．
 

▲
復
興
時
代
の
藝
術

復
興
時
代
の
藝
術
が
、
希
騰
逍
作
の
完
全
な
る
物
形
に
倣
は
ん
が
為
に
、

資
を
求
め
た
る
も
の
、

一
は
天
然
の
宜
｛島
に
依
り
て
技
法
を
練
り
、

一
は
學

お
し
へ

理
の
数
に
依
り
て
物
形
の
員
を
確
宜
に
せ
り
、
健
然
な
る
人
罷
を
作
る
を
以

39 第 1節 明治 32年



．．．．． 

▲
近
代
の
思
想

修
養
の
方
法
と
技
術
の
精
神
と
に
於
て
は
、
今
の
美
術
は
復
興
時
代
の
美

術
に
異
る
こ
と
な
し
、
其
異
る
は
思
想
に
し
て
、

一
層
深
く
天
然
に
親
接
し

た
る
を
覺
ふ
、
近
代
の
思
想
は
感
情
に
重
き
を
措
く
も
の
な
り
、
最
看
易
き

宜
例
を
文
學
の
風
潮
に
瑕
り
て
論
ず
れ
ば
、
政
治
の
大
革
命
に
先
ち
て
既
に

此
新
思
潮
は
動
き
、
ギ
ヨ
テ
先
づ
出
で
A

シ
ャ
ト
オ
プ
リ
ア
ン
、

ロ
オ
ル
、

ビ
ロ
ン
こ
れ
に
次
ぎ
ラ
マ
ル
チ
ン
ヌ
と
ヰ
ク
ト
ル
、

ユ
ゴ
オ
と
あ
り
て
「
ロ

く
ら
し

つ
く

マ
ン
チ
ッ
ク
」
一
派
の
盤
は
欧
洲
諸
邦
に
響
應
し
て
古
典
派
を
破
り
シ
ェ
ク

が
う
こ
く

ス
ピ
ア
の
豪
宕
雄
偉
な
る
構
思
ラ
シ
ン
ヌ
の
端
厳
典
雅
の
氣
格
に
代
る
に
多

趣
多
感
な
る
人
情
及
天
然
の
表
象
を
以
て
し
た
る
は
顕
著
な
る
事
質
に
し

て
、
之
に
逹
し
た
る
手
段
は
、
天
然
の
観
察
を
主
と
し
た
る
に
あ
り
、
綸
盟

も
亦
こ
れ
と
同
じ
き
進
路
を
取
り
、
復
興
時
代
の
翰
甕
は
多
く
題
目
の
宗
教

に
取
れ
り
、
其
主
と
す
る
慮
は
橙
形
の
穏
営
を
得
て
、
能
く
全
局
の
勾
配
を

整
ふ
る
に
あ
り
、
而
し
て
宗
赦
甕
、
歴
史
聾
等
の
意
を
聾
面
の
布
局
に
領
＜

る
も
の
は
、
因
襲
の
久
し
き
一
種
の
範
型
を
生
じ
て
、
自
然
を
外
れ
て
形
式

に
依
る
の
弊
を
為
せ
り
、

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
派
の
箱
霊
は
、
文
藝
の
氣
運
に
誘

は
れ
て
天
然
の
情
趣
を
描
出
さ
ん
と
す
、
絃
に
於
て
褻
術
は
盆
盆
天
然
に
親

灸
し
て
技
法
を
一
新
し
、
箱
霊
を
學
ぶ
に
は
天
然
を
學
ぶ
を
以
て
最
良
の
手

段
と
な
し
五
十
年
前
の
聾
風
は
、
天
然
の
寓
員
的
摸
倣
の
極
度
に
逹
し
た

（
三
月
二
十
六
日
付
）

て
藝
術
の
心
髄
と
し
、
又
修
養
の
基
本
と
し
た
る
は
質
に
希
服
術
の
精
神
に

か
は

し
て
、
復
興
時
代
よ
り
以
降
現
今
に
至
る
ま
で
承
織
し
て
楡
ら
ざ
る
も
の
歌

洲
藝
術
の
特
色
た
る
所
な
り
。

•••••••••••• ▲
科
學
の
藝
術
に
及
ぽ
せ
る
効
果

現
代
科
學
思
想
の
普
及
は
、
藝
術
に
燭
接
し
て
効
果
を
顕
は
さ
ゞ
る
能
は

ず
、
技
法
の
上
に
於
て
は
調
色
の
一
新
せ
る
如
き
其
著
し
き
一
例
な
る
べ
し

従
来
の
箱
霊
は
線
形
を
以
て
唯
一
の
要
件
と
し
、
色
彩
は
構
思
を
助
て
其

（
三
月
二
十
六
日
付
）

••••••••••••• ▲
有
力
の
大
家
は
時
勢
の
先
見
あ
り

絃
に
注
意
す
べ
き
は
、
文
藝
に
あ
り
て
も
将
た
瘤
害
一に
あ
り
て
も
、
有
力

な
る
大
家
は
世
に
先
ん
じ
て
時
代
の
趨
勢
を
看
破
し
、
将
来
の
思
潮
を
開
奇

誘
導
す
る
も
の
に
し
て
、
或
は
為
に
其
営
時
に
容
れ
ら
れ
ず
、
而
か
も
一
派

の
首
祖
と
仰
か
る
4

こ
と
な
り
、
以
太
利
復
興
の
藝
術
は
十
五
世
紀
の
末
年

に
現
れ
た
る
も
、
百
年
以
前
の
大
家
は
、
早
く
既
に
一
種
の
傾
向
を
示
し
た

り
、
ギ
ョ
テ
や
、
ヰ
ク
ト
ル
ユ
ゴ
オ
の
名
を
顕
し
た
る
は
、
其
壮
時
に
あ
ら

ず
し
て
其
の
晩
年
に
あ
り
、
ド
ラ
ク
ロ
ア
、

コ
ロ

、
ミ
レ
等
が
作
品
を
出
し

つ
と

た
る
営
時
に
あ
り
て
、
世
の
藝
術
は
只
管
天
然
の
宜
｛
烏
を
力
め
て
未
だ
情
趣

か
れ
ら

を
焚
揮
す
る
に
至
ら
ず
、
渠
等
の
時
代
は
遂
に
此
偉
オ
を
容
れ
ず
、

進
運
は
其
死
後
に
確
か
め
ら
れ
た
り
。

一
般
の

り
、
然
れ
ど
も
、
こ
れ
よ
り
し
て
霊
題
の
範
園
披
張
し
、
技
法
の
自
由
開
け

て
、
個
人
の
思
想
を
稜
舒
し
得
る
の
道
新
に
生
ぜ
り
、

一
方
に
は
ド
ラ
ク

ロ

ア
の
一
派
あ
り
て
人
事
的
方
面
に
新
思
想
を
表
出
し
て
ア
ン
グ
ル
の
古
典
派

〔
ソ
ォ
〕

と
争
ひ
、

一
方
に
は
コ
ロ

、
ル
ウ
オ
ソ
、
ミ
レ
の
輩
は
天
然
に
到
す
る
自
己

の
情
緒
を
叙
べ
て
復
興
時
代
の
藝
術
が
全
く
度
外
視
せ
る
風
景
の
一
派
を
建

る
あ
り
。
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調
和
を
得
る
の
用
と
す
る
の
み
、
復
興
時
代
の
ヱ
ニ
ス
派
が
色
彩
を
以
て
稲

揚
せ
ら
れ
た
る
以
来
、
技
藝
家
は
常
に
盟
室
内
に
あ
り
て
見
る
所
の
物
色
を

窯
し
て
著
し
ぎ
進
歩
を
為
さ
ゞ
り
し
が
、
近
代
の
自
然
派
が
天
然
に
親
灸
し

て
技
法
を
研
き
た
る
結
果
は
、
漸
く
調
色
の
法
を
一
菱
し
空
氣
と
陽
光
と
の

種
々
の
状
態
に
随
ひ
て
嬰
化
す
る
物
色
を
描
出
す
る
に
至
る
、
是
に
於
て
か

歌
洲
箱
壺
の
素
蓑
は
、
希
服
術
に
基
き
て
人
謄
の
學
理
的
形
相
を
窯
す
に
よ

つ
て
確
か
め
ら
れ
、
自
然
の
道
理
的
色
調
を
加
味
し
て
深
遠
な
る
感
情
を
焚

露
せ
ん
と
す
、
是
を
今
の
時
代
に
適
應
し
た
る
箱
聾
と
な
す
、

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

▲
最
近
の
傾
向
は
想
を
寓
さ
ん
と
す

最
近
の
箱
甕
は
、
寓
宜
よ
り
脱
化
し
て
窃
想
に
赴
か
ん
と
す
る
も
の
な

り
、
今
や
形
に
色
に
天
然
の
宜
想
は
殆
ん
ど
究
め
盛
し
た
り
と
い
ふ
べ
く
、

是
よ
り
新
た
に
起
ら
ん
と
す
る
は
精
誹
的
方
面
な
り
、
曾
て
開
け
た
る
印
象

派
の
主
義
は
調
色
の
革
新
に
あ
り
と
雖
、
其
結
果
と
し
て
色
彩
の
心
理
的
印

象
を
描
寓
し
、
視
官
の
宜
感
以
外
な
る
感
能
に
訴
ん
と
す
別
に
「
サ
ム
ポ

リ
ス
ト
」
と
稲
す
る
一
派
は
、
同
じ
主
義
を
線
形
に
適
用
し
て
、
情
機
の
微

妙
な
る
も
の
を
焚
表
す
る
の
目
的
を
以
て
晩
近
に
起
り
共
に
天
然
の
複
雑
な

る
顕
象
を
叙
す
る
に
簡
明
の
手
段
を
取
り
て
、
道
理
的
人
間
の
性
情
を
啓
稜

せ
ん
と
す
、
未
だ
現
今
の
藝
術
に
大
な
る
勢
力
を
有
せ
ざ
れ
ど
も
、
之
を
以

て
将
来
に
生
ず
べ
き
傾
向
の

一
班
を
徴
す
る
は
決
し
て
誤
な
か
ら
ん
を
信
ず

要
す
る
に
将
来
の
藝
術
は
學
理
に
背
か
ず
し
て
思
想
を
描
出
す
る
も
の
な

る
こ
と
を
断
言
す
べ
し

以
上
は
歌
洲
藝
術
の
概
勢
な
り
、
是
よ
り
我
邦
箱
聾
の
現
状
を
究
め
ん
と

す
。

．．．．． 

▲
方
今
の
現
状

．．．．．．．．．．． 

▲
日
本
の
風
土
は
美
術
に
適
す

日
本
の
土
地
は
山
嶽
揆
流
に
富
み
、
四
園
の
海
演
は
皓
潔
な
り
、
順
和
の

天
候
は
花
井
草
木
の
生
育
に
適
し
、
至
る
所
の
肥
田
沃
野
は
國
民
の
生
計
を

簡
易
に
し
て
、
世
路
の
賑
瞼
を
知
ら
ざ
ら
し
む
、
之
を
西
欧
の
天
地
に
比
す

れ
ば
、
宛
然
た
る
架
境
な
り
、
此

の
如
き
國
柄
は
美
術
の
培
養
に
適
裳
の
要

素
を
有
し
て
古
来
一
種
の
藝
術
開
け
、
欧
洲
の
藝
術
と
其
趣
を
異
に
し
、
世

に
賞
賛
せ
ら
る
4
も
｛
且
な
り
、
就
中
綸
聾
は
最
も
奇
抜
な
る
趣
味
を
有
し
其

技
法
は
練
熟
し
た
り
、
東
洋
の
一
孤
島
た
る
日
本
が
、
歌
洲
に
多
少
の
勢
力

を
及
ぽ
し
た
る
も
の
は
、
國
力
の
富
強
な
る
が
故
に
あ
ら
ず
、
欧
化
の
速
か

な
る
が
為
に
も
あ
ら
ず
、
全
く
此
奇
抜
な
る

一
種
の
藝
術
あ
る
が
為
な
り
、

さ
れ
ば
此
藝
術
を
衰
類
に
陥
ら
し
め
ず
、
盆
々
之
を
開
稜
し
て
國
光
を
揚
ん

事
は
、
國
民
の
等
し
く
希
岡
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
所
な
り
、
然
る
に
現
今
の

た
の

状
態
を
察
す
る
に
徒
ら
に
其
美
術
國
な
る
を
侍
み
て
漫
然
我
綸
盟
は
世
界
の

特
技
た
る
を
誇
る
も
之
が
稜
逹
の
道
を
講
ず
る
に
冷
淡
に
し
て
、
今
の
美
術

は
枯
凋
自
減
の
悲
境
に
瀕
し
た
る
を
奈
何
せ
ん
、

日
本
の
箱
霊
は
、
其
技
法
を
唐
宋
に
學
び
た
る
も
我
國
に
移
植
し
て

一
種

の
方
法
に
稜
逹
し
た
る
が
近
代
外
國
交
通
の
始
り
て
よ
り
新
に
起
り
た
る

は
四
條
、
園
山
の
所
謂
窯
生
派
な
り
、
此
派
の
天
然
を
究
め
た
り
し
結
果
は

花
鳥
需
の
技
巧
に
一
種
の
進
歩
を
あ
ら
は
し
た
り
と
い
ふ
べ
し
、
明
治
年
代

に
入
り
欧
洲
の
文
物
移
入
せ
ら
る
4

や
、
洋
霊
の
技
法
模
倣
せ
ら
る
4

に
至

り
て
、
箱
霊
は
故
に
基
本
披
を
失
ひ
胤
雑
名
朕
す
べ
か
ら
ざ
る
観
を
呈
し
た

り
、
今
之
を
現
時
の
宜
況
に
徴
す
れ
ば
、
略
下
の
如
き
も
の
あ
り
、
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従
来
の
給
霊
を
作
る
も
の
に
二
派
あ
り
、
菩
派
は
古
法
を
墨
守
す
る
も
の

な
る
を
以
て
、
其
霊
風
ハ
沈
着
し
た
り
と
雖
、
現
今
の
時
勢
に
適
せ
ず
、
其

技
は
日
を
追
ふ
て
退
縮
し
、
古
人
の
開
き
た
る
範
囲
以
外
に
天
然
の
情
趣
を

叙
し
、
若
く
ば
自
己
の
思
想
を
表
す
る
の
能
力
を
失
ひ
た
り
、
新
派
は
世
愛

に
應
じ
開
痰
を
謀
ら
ん
と
す
る
も
の
に
し
て
、
其
主
義
は
賞
す
べ
く
其
製
作

に
見
る
べ
き
も
の
あ
り
と
雖
、
修
養
の
道
を
誤
る
を
以
て
、
完
全
な
る
成
功

ゃ
A

を
見
る
べ
ぎ
望
な
く
、
動
も
す
れ
ば
奇
狂
に
奔
る
の
弊
に
陥
る
、
洋
甕
を
學

ぶ
も
の
に
も
亦
二
派
あ
り
、

一
は
唯
洋
風
の
外
形
を
模
倣
す
る
も
の
に
し
て

天
然
を
寓
す
こ
と
を
為
さ
ず
、

一
は
天
然
を
主
と
し
て
進
む
も
の
に
し
て
、

其
方
法
は
賂
末
に
向
つ
て
望
み
あ
れ
ど
も
未
だ
想
を
窯
す
程
の
熟
し
た
る
技

能
な
き
が
故
に
世
人
を
満
足
せ
し
め
ざ
る
な
り
以
上
を
概
言
す
る
に
、
方

今
の
藝
術
は
或
は
古
人
の
筆
法
雄
快
な
る
に
感
じ
て
時
代
の
菱
遷
を
忘
れ
或

は
洋
甕
の
愛
化
自
在
な
る
に
驚
き
て
其
理
を
究
む
る
を
知
ら
ず
、
或
は
理
想

の
重
ん
ず
べ
き
を
知
り
て
之
を
描
く
の
手
段
を
講
ぜ
ず
、
或
は
員
を
寓
す
に

勉
め
て
想
を
寓
す
の
域
に
逹
せ
ず
、
斯
く
種
種
な
る
方
向
を
模
索
し
た
け
れ

ど
も
世
は
既
に
藝
術
の
萌
芽
を
生
ぜ
ん
と
す
る
の
時
期
な
れ
ば
、
此
際
確
乎

た
る
将
来
の
方
針
を
講
究
し
て
其
進
路
を
開
か
ん
こ
と
極
め
て
切
要
な
る
を

認
む
る
な
り

（
三
月
二
十
八
日
付
）

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

▲
美
術
は
天
然
に
基
き
學
理
に
依
て
稜
逹
す

古
来
の
歴
史
に
徽
す
る
も
美
術
は
天
然
を
墓
と
し
學
理
の
應
用
に
依
て
稜

逹
す
る
も
の
な
り
、
希
服
美
術
の
焚
逹
し
た
る
所
以
は
、
人
腔
の
美
を
賞
す

る
習
俗
中
に
學
理
を
應
用
す
る
の
知
覺
を
備
へ
た
る
が
為
め
な
り
、
復
興
時

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

▲
我
邦
に
適
し
た
る
は
従
来
の
箱
蜜
な
り

代
の
フ
ロ
ラ
ン
ス
派
に
線
形
の
美
の
焚
逹
し
た
る
は
、
古
典
學
と
人
体
解
剖

學
と
の
開
け
た
る
に
伴
な
ひ
ヱ
ニ
ス
派
が
色
彩
に
長
じ
た
る
は
顔
料
の
稜
明

典
つ
て
力
あ
り
と
い
ふ
べ
く
、
近
く
は
現
代
科
學
の
稜
逹
と
共
に
、
欧
洲
縮

聾
の
一
新
し
た
る
が
如
く
、
學
理
應
用
の
程
度
如
何
は
直
ち
に
美
術
猿
逹
の

程
度
を
定
む
、
新
た
な
る
美
術
の
興
る
や
新
思
想
の
表
顕
に
適
す
る
學
理
の

應
用
な
か
る
べ
か
ら
ず
、
此
思
想
と
學
理
と
相
待
っ
て
絃
に
始
め
て
完
全
な

る
一
種
の
技
術
は
登
逹
す
べ
し

其
図
土
は
如
何
に
美
術
に
適
す
る
も
、
其
國
民
に
如
何
な
る
美
術
思
想
あ

り
と
も
、
美
術
は
無
為
自
然
に
勃
興
す
べ
き
に
あ
ら
ず
、
又
其
登
逹
を
永
績

す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
、
希
服
の
術
美
は
如
何
に
秀
絶
の
作
品
を
出
し
た
る

も
、
以
太
利
の
箱
聾
が
如
何
に
進
歩
し
た
る
も
、
或
る
時
代
に
至
り
新
ら
し

き
學
理
を
應
用
す
る
の
路
窮
り
て
遂
に
麿
絶
し
た
る
に
あ
ら
ず
や
、
肌
に
國

土
の
佳
良
と
國
民
の
氣
象
と
に
依
り
て
美
術
は
進
む
べ
し
と
せ
ば
、
今
の
希

騰
は
何
故
に
美
術
は
生
ぜ
ざ
る
や
、
又
以
太
利
の
箱
甕
が
今
日
振
は
ざ
る
は

何
ぞ
や
、
我
邦
の
如
き
も
亦
然
り
、
日
本
は
山
水
の
美
あ
る
を
以
て
美
術
図

な
り
と

い
ふ
を
得
ず
、
又
日
本
は
古
束
多
く
の
佳
作
を
出
し
た
り
と
て
、
永

遠
に
美
術
の
狡
逹
す
べ
き
を
侍
む
べ
か
ら
ず
、
同
じ
く
日
本
に
あ
り
て
も
時

代
に
よ
り
て
美
術
の
性
質
は
一
様
な
ら
ず
其
程
度
に
も
等
差
あ
る
を
見
れ

ば
、
之
を
装
逹
せ
し
む
る
方
向
と
程
度
と
の
必
ず
し
も
同
一
な
ら
ざ
る
を
知

る
べ
し
、
今
に
方
り
て
時
勢
の
如
何
を
察
せ
ず
、
開
稜
の
道
を
講
ぜ
ざ
れ
ば

如
何
に
美
術
の
素
質
艮
質
あ
り
と
雖
も
、
充
分
な
る
稜
逹
を
見
ざ
る
の
み
な

ら
ず
、
或
は
天
成
の
美
質
を
も
全
く
失
ふ
に
至
ら
ん
と
す
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り
さ
れ
ば
如
何
な
る
給
置
が
我
邦
に
適
し
、
如
何
な
る
方
針
が
将
来
稜
逹
の

路
を
開
く
に
必
要
な
る
や
と
云
ふ
に
、
従
来
の
縮
霊
が
最
も
日
本
の
思
想
を

表
示
す
る
に
適
せ
り
と
答
へ
ん
と
す
、
然
れ
ど
も
従
来
の
描
法
を
固
守
す
る

は
焚
逹
の
氣
運
を
進
む
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
箪
に
藷
物
を
保
存
す
る
の
み

保
存
は
退
歩
の
初
め
に
し
て
、
退
歩
は
壊
滅
の
兆
候
な
り
、
事
物
の
殺
逹
は

元
来
窮
極
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
一
た
び
焚
逹
し
た
る
技
法
に
の
み
依
頼
す
る

は
不
可
な
り
、
古
束
藝
術
の
最
盛
期
に
次
で
必
ず
衰
運
の
来
る
も
の
は
新
に

進
む
べ
き
の
路
塞
り
て
、
先
進
者
の
成
法
を
摸
倣
す
る
が
為
め
な
り
、
今
の

時
勢
は
世
界
競
進
の
世
に
し
て
、
今
の
時
代
は
道
理
の
時
代
な
り
、
日
本
の

給
聾
を
開
登
し
て
臥
洲
の
藝
術
と
競
ん
に
は
道
理
に
基
き
た
る
新
式
の
修
養

を
為
ん
こ
と
を
要
す
。

（
三
月
三
十
日
付
）

••••••••••••• ▲
縮
聾
営
初
の
目
的
は
｛
島
宜
に
あ
り

縮
證
の
技
術
は
天
然
の
員
を
窟
す
を
営
初
の
目
的
と
す
る
は
、
何
れ
の
図

何
れ
の
時
代
と
雖
も
異
る
こ
と
な
し
、
而
し
て
給
聾
を
作
り
、
趣
味
を
典
へ

思
想
を
焚
揮
す
る
は
技
藝
の
能
力
に
し
て
箇
人
の
資
性
に
待
っ
所
大
な
り
と

雖
、
抑
之
を
装
揮
す
る
の
手
段
に
熟
せ
ず
し
て
は
如
何
な
る
思
想
の
美
あ
り

と
も
、
之
を
用
ゆ
る
の
法
な
か
ら
ん
、
窟
生
は
宜
に
箱
霊
の
根
本
的
要
件
な

•••••• ▲
姑
息
の
改
頁
法

従
来
綸
壷
の
革
新
を
論
ず
る
者
は
、
欧
洲
藝
術
の
長
慮
を
取
り
て
我
短
慮

を
補
ふ
べ
し
と
せ
り
、
是
れ
甚
だ
良
し
、
今
の
時
勢
は
質
に
断
く
あ
る
べ
ぎ

技
藝
に
あ
り
て
も
亦
他
の
學
術
に
あ
り
て
も
我
邦
人
の
短
慮
は
員
摯
な
る

．．．． 

▲
我
之
短
慮

を
命
示
し
た
り
、
然
れ
ど
も
世
の
改
革
者
の
多
敷
は
徒
ら
に
技
功
の
外
面
に

の
み
眩
惑
し
て
姑
息
の
手
段
を
試
む
る
も
の
な
り
、
渠
等
の
洋
霊
を
見
る

や
、
陰
陽
濃
淡
の
要
化
に
富
み
、
光
線
遠
近
の
差
別
を
現
し
た
る
が
如
き
皮

相
の
結
果
を
以
て
彼
の
特
長
な
り
と
し
、
直
に
之
を
取
り
て
箱
聾
の
外
見
を

新
に
せ
ん
と
す
、
此
の
如
き
主
義
を
以
て
、
所
謂
和
洋
の
折
衷
聾
な
る
も
の

績
々
と
し
て
作
り
出
さ
れ
つ

4

あ
る
な
る
、
是
最
も
厭
ふ
べ
き
改
一艮
法
に
し

て
彼
の
長
を
取
る
を
知
ら
ず
し
て
、
彼
の
技
功
を
模
倣
す
る
も
の
な
り
、
何

な
づ

を
か
模
倣
と
名
く
る
や
と
い
ふ
に
既
に
痰
逹
し
た
る
技
法
を
踏
襲
す
る
を
模

倣
な
り
と
い
は
ん
、
模
倣
は
新
た
な
る
装
逹
を
杜
絶
す
る
も
の
に
し
て
其
弊

害
は
我
の
美
質
を
犠
牲
に
し
て
却
て
彼
の
短
慮
を
得
る
の
結
果
を
生
ず
べ

い
づ
れ

し
、
畢
覚
獣
洲
藝
術
の
今
日
あ
る
所
以
の
理
を
究
め
ず
、
又
我
短
慮
の
何
の

邊
に
あ
る
や
を
察
せ
ず
し
て
姑
息
の
改
一
艮
を
企
る
も
の
に
し
て
決
し
て
新
た

な
る
藝
術
を
興
す
の
道
に
あ
ら
ず
、

．．．．．．． 

▲
歌
洲
藝
術
の
長
慮

思
ふ
に
厭
洲
藝
術
の
美
質
は
根
本
の
修
養
に
あ
り

希
騰
術
の
開
け
た
る
以
来
彼
は
間
断
な
く
天
然
に
就
き
て
技
法
の
開
焚
を

求
め
た
り
、
彼
の
長
慮
は
既
に
稜
逹
し
た
る
技
法
よ
り
は
之
を
焚
逹
せ
し
め

た
る
手
段
に
あ
り
、
故
に
其
藝
術
は
思
想
の
愛
遷
に
應
じ
又
學
理
に
依
り
常

に
改
艮
し
得
べ
ぎ
路
の
開
け
て
今
や
完
全
な
る
學
理
的
の
修
養
法
を
以
て
藝

術
の
本
源
を
養
ひ
つ

4

あ
り
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ゆ
る
が
せ

研
究
を
忽
に
し
て
速
成
の
結
果
を
需
む
る
に
あ
り
、
確
貫
な
る
研
究
を
紐
ざ

れ
ば
完
備
せ
る
知
識
は
得
ら
れ
ず
、
知
識
完
か
ら
ず
し
て
は
大
成
を
望
む
可

ら
ず
、
近
時
泰
西
の
事
物
に
燭
接
し
て
以
来
何
事
も
外
形
の
模
倣
の
み
勉
め

た
る
も
員
の
焚
逹
を
見
ざ
る
は
研
究
の
熱
誠
に
乏
し
き
が
為
め
に
し
て
、
此

病
弊
は
穂
て
の
學
藝
を
し
て
、
遠
大
の
成
功
な
か
ら
し
む
る
も
の
な
り
誠

心
な
る
革
新
者
は
須
＜
之
に
着
目
し
、
本
源
の
改
一艮
を
加
へ
ざ
る
可
ら
ず
、

(-―
一
月
三
十
一
日
付
）

．．．．．．．．．．． 

▲
本
源
の
修
養
法
を
改
む
べ
し

我
藝
術
を
し
て
世
界
競
進
の
時
勢
に
立
ち
て
特
殊
の
光
輝
を
揚
げ
し
め
ん

な
づ

に
は
、
古
来
の
奮
套
に
泥
ま
ず
、
叉
獣
洲
の
成
法
に
倣
ふ
こ
と
な
く
、
道
理

か
な

に
適
ひ
、
知
識
を
博
ふ
し
新
た
な
る
装
逹
の
路
を
開
か
ざ
る
べ
か
ら
ず
、

其

路
た
る
や
本
源
の
修
養
法
を
改
め
、
欧
洲
に
行
は
る
4

順
序
的
教
育
法
を
採

用
し
、
人
髄
を
基
礎
と
し
天
然
に
親
接
し
て
、
健
宜
の
研
究
を
為
さ
し
め
、

ひ
ら

又
必
要
の
學
を
授
け
て
其
知
識
を
啓
く
に
あ
り
、
現
今
欧
洲
は
既
に
窯
質
の

時
代
を
経
過
し
て
想
を
窯
す
の
時
代
と
な
れ
り
、
此
時
に
あ
り
て
天
然
の
修

養
を
我
邦
に
行
は
ん
と
す
る
は
時
勢
に
後
れ
た
る
の
感
な
き
に
あ
ら
ず
と

雖
、
我
綸
聾
の
技
巧
に
長
じ
て
知
識
の
鉄
け
た
る
を
思
ひ
、
又
我
學
風
の
着

宜
な
る
研
究
に
乏
し
き
を
思
へ
ば
先
づ
此
短
虞
に
向
つ
て
充
分
な
る
力
量
を

養
ふ
は
最
も
適
切
の
順
序
な
ら
ず
や
、
今
に
し
て
篤
生
を
奨
動
し
技
藝
の
本

源
を
固
め
ざ
れ
ば
営
に
外
國
と
併
び
立
つ
能
は
ざ
る
の
み
な
ら
ず
明
治
の
時

代
に
適
應
し
た
る
綸
聾
を
も
産
出
せ
ざ
る
べ
し
、
天
然
を
學
び
學
理
に
通
じ

の

て
窟
生
の
技
巧
一
た
び
熟
し
た
る
後
は
須
ら
く
情
趣
を
舒
べ

、
思
想
を
窯
す

を
勉
め
て
以
て
我
固
有
の
美
質
を
装
揮
す
べ
し
、
こ
れ
を
稜
揮
す
る
手
段
は

古
来
の
技
法
に
の
み
依
頼
せ
ず
し
て
天
然
よ
り
得
た
る
知
識
を
應
用
せ
ん
事

を
要
す
。

▲
我
箱
甕
の
長
慮

従
来
の
綸
聾
の
短
慮
を
知
る
と
共
に
、
又
能
＜
其
長
虞
あ
る
を
識
別
せ
ざ

る
べ
か
ら
ず
、
日
本
聾
の
長
慮
は
技
巧
の
上
に
あ
り
運
筆
の
軽
妙
に
し
て
、

描
線
の
簡
潔
な
る
又
陰
陽
起
伏
に
拘
泥
せ
ず
し
て
調
色
の
湿
醇
を
得
た
る
等

は
藝
術
の
最
も
高
尚
な
る
技
能
に
屈
す
、
唯
其
高
尚
な
る
が
故
に
之
を
濫
用

す
れ
ば
不
道
理
に
陥
る
故
に
先
づ
道
理
的
天
然
に
熟
し
て
後
始
め
て
此
の

如
き
技
能
は
施
す
べ
し
、
此
技
巧
は
宜
に
我
國
民
の
天
質
た
る
美
術
心
よ
り

養
は
れ
た
る
結
果
な
り
、
未
だ
完
全
の
知
識
備
り
た
る
學
術
と
は
見
る
能
は

ず
、
之
を
學
ん
と
せ
ば
其
形
式
を
摸
寓
す
る
の
外
無
き
な
り
、
従
来
の
修
養

法
が
摸
窯
を
以
て
唯
一
の
手
段
と
す
る
は
宜
に
止
む
を
得
ざ
る
所
な
り
と

雖
、
紺
聾
の
天
然
を
窯
す
本
意
に
背
き
て
其
結
果
た
る
技
巧
を
の
み
習
得
し

て
、
員
の
目
的
を
度
外
に
置
く
は
本
末
を
誤
る
も
の
な
り
、
要
す
る
に
日
本

の
藝
術
は
非
凡
の
聾
オ
あ
る
小
兒
の
如
し
、
此
小
兒
を
し
て
天
敏
の
機
巧
を

稜
逹
し
其
才
器
を
大
成
せ
し
め
ん
に
は
先
づ
資
性
の
長
ず
る
所
を
究
め
て
之

に
適
す
る
甕
風
を
豫
定
し
、
之
に
應
じ
た
る
學
術
を
ば
順
序
を
逐
ひ
て
授
け

た
の

ざ
る
べ
か
ら
ず
、
若
し
然
ら
ず
し
て
徒
ら
に
自
己
の
天
才
を
侍
み
て
其
器
を

研
か
ず
、
僅
か
に
他
の
長
技
を
摸
倣
す
る
に
滴
足
せ
ば
到
底
成
業
に
至
ら
ず

し
て
終
ら
ん
の
み
、
今
の
箱
璽
を
完
成
し
て
世
界
に
焚
揚
せ
し
め
ん
に
は
本

源
の
修
養
を
健
賓
に
し
、
今
日
の
時
代
に
應
じ
今
日
の
思
想
を
表
す
る
に
必

要
な
る
知
識
を
完
備
し
て
、
之
を
我
固
有
の
長
慮
に
加
ふ
る
の
方
針
を
断
行

す
べ
し
、
員
に
営
代
を
表
示
し
得
る
日
本
美
術
を
養
成
す
る
の
道
は
唯
此
一

第 1章 動 揺 期 44 



り 途
あ
る
の
み
（
完
）

黒
田
清
輝
氏
の
美
術
数
育
に
閥
す
る
意
見
書

（
四
月
一
日
付
）

必
然
の
趨
勢
を
察
し
現
代
の
思
想
に
適
し
た
る
美
術
教
育
の
方
針
を

確
定
し
て
日
本
美
術
の
稜
逹
を
計
る
べ
し

今
日
の
時
代
は
世
界
競
進
の
時
代
に
し
て
世
界
的
思
想
は
交
通
謳
域
の
擦

張
す
る
に
随
ひ
日
を
逐
ふ
て
増
進
せ
り
獨
り
美
術
の
み
菩
来
の
成
法
を
脱

〔
マ
マ
〕

せ
ず
し
て
永
く
其
技
を
維
持
せ
ん
こ
と
到
底
望
む
可
ら
ず
此
特
勢
に
抗
し

て
保
存
的
方
法
を
講
ず
る
も
の
は
一
卜
た
び
稜
逹
し
た
る
技
法
を
模
倣
す
る

に
止
ま
れ
り
凡
そ
既
往
の
開
化
が
産
出
し
た
る
形
式
は
死
し
た
る
形
式
な

死
し
た
る
元
素
を
以
て
生
物
機
閥
の
生
存
を
維
持
す
べ
か
ら
ざ
る
は
社

う
ペ宜

な
り

會
哲
理
の
原
則
に
し
て
美
術
も
亦
此
理
の
外
に
出
で
ず

〔
不
明
〕

奮
套
を
口
守
す
る
一
派
の
藝
術
の
今
は
其
空
骸
を
残
す
に
止
り
て
全
く
其
精

紳
を
亡
失
し
た
る
や
今
日
の
急
務
は
老
衰
し
た
る
我
美
術
に
新
知
識
を
注

入
し
こ
れ
を
復
活
し
て
新
思
想
の
表
顕
に
適
営
な
る
美
術
を
開
稜
す
る
に
あ

•••••••••••••••••• 
美
術
と
エ
褻
と
に
厳
正
な
る
分
離
を
な
す
べ
し

我
邦
に
て
従
来
錯
誤
の
甚
し
き
は
一
般
藝
術
と
純
正
美
術
と
又
工
藝
品
と

美
術
作
品
と
を
混
じ
て
一
と
な
す
に
あ
り
之
よ
り
生
ず
る
弊
害
は
決
し
て

少
し
と
せ
ず
各
國
慣
法
の
異
同
は
敢
て
論
ぜ
ず
美
術
と
エ
褻
と
の
間
に

し
か
の
み
な
ら
ず

限
界
を
生
ず
る
は
根
本
の
目
的
既
に
相
反
す
る
に
依
る
加
之
美
術
は
自

り

古
人
の

べ
し

••••••••.••••••••••• 
美
術
學
校
は
美
術
家
を
養
成
す
る
を
目
的
と
す
べ
し

己
の
思
想
を
顕
は
す
を
主
と
し
エ
藝
は
他
の
嗜
好
に
投
ず
る
を
要
す

は
た

家
に
し
て
世
情
を
察
せ
ず
徒
ら
に
用
途
な
き
製
作
に
耽
り
将
美
術
家
に
し
て

自
己
の
特
技
を
研
く
を
忘
れ
て
時
流
に
左
右
せ
ら
る
4

が
如
き
は
共
に
一
國

の
不
幸
と
云
べ
し
欧
洲
に
あ
り
て
或
種
の
エ
藝
品
は
趣
味
の
上
に
於
て
極

め
て
美
術
作
品
と
類
似
す
る
も
の
な
り
就
中
佛
國
は
所
謂
美
術
工
藝
を
其

長
技
と
し
て
世
に
誇
る
の
國
な
り
と
雖
も
猶
肯
て
之
を
美
術
と
混
同
せ
ざ

る
は
蓋
し
其
弊
の
生
ず
る
所
を
察
す
る
な
り
、
我
美
術
學
校
は
右
の
誤
謬
の

中
に
創
立
せ
ら
れ
之
に
加
ふ
る
に
藷
技
保
存
の
意
想
を
以
て
し
美
術
修
養
の

力
を
分
ち
て
其
稜
逹
を
妨
ぐ
る
こ
と
少
し
と
せ
ず
且
美
術
の
標
織
を
明
に

す
べ
き
専
門
数
育
の
旨
意
は
一
般
の
見
解
を
確
む
る
が
為
に
美
術
の
識
別
に

言
ふ
可
ら
ざ
る
混
胤
を
生
ず
る
の
宜
例
は
既
往
の
萬
國
博
覧
會
に
於
け
る
我

美
術
出
品
の
膜
失
敗
を
重
ね
た
る
を
以
て
證
す
べ
し
是
美
術
と
エ
藝
と
均

し
く
損
害
を
被
る
も
の
な
り

宜
し
く
速
に
二
種
の
数
育
を
分
離
し
美
術
學

校
に
て
は
純
正
美
術
の
開
焚
に
全
力
を
注
ぎ
有
力
の
美
術
家
を
養
成
せ
し
む

奪
ふ
も
の
な
り

美
術
學
校
は
美
術
家
を
養
成
す
る
を
以
て
輩
一
の
目
的
と
し
て
之
に
適
し

た
る
赦
授
法
を
採
用
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
技
術
の
修
養
に
必
要
な
ら
ざ
る
多

く
の
學
科
を
置
く
は
徒
に
課
目
を
煩
多
な
ら
し
め
て
宜
技
に
用
ゐ
る
の
暇
を

若
し
夫
れ
各
師
範
學
校
中
學
校
等
に
於
け
る
闘
霊
の
数
員

は
文
部
省
に
於
て
検
定
試
験
を
行
ひ
博
く
世
の
技
術
家
中
よ
り
之
を
抜
擢
す

る
を
以
て
専
門
學
校
に
於
て
特
に
此
種
の
人
物
を
狸
成
す
る
を
要
せ
ず
然

る
に
従
来
美
術
學
校
は
数
員
を
養
成
す
る
方
針
を
取
り
其
卒
業
生
は
各
地
方

工
藝
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四

あ
る
い
は

の
岡
霊
赦
員
と
な
り
或
遂
に
美
術
學
校
の
数
員
と
な
る
を
最
大
の
目
的
と

な
せ
り
是
堡
美
術
を
學
ぶ
の
本
旨
な
ら
ん
や
宜
し
く
此
弊
を
改
め
て
侃

の
技
術
家
を
養
ふ
道
を
開
か
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

（
四
月
九
日
付
）

美
術
學
校
に
於
て
修
む
べ
ぎ
技
術
は
日
本
聾
西
洋
霊
及
塑
造
の
三
科

と
す
べ
し

造
形
術
の
重
要
な
る
も
の
は
縮
甕
と
彫
塑
と
に
し
て
其
目
的
は
一
種
の
精

神
を
表
顕
す
る
が
為
め
に
完
全
な
る
物
形
を
作
る
に
あ
り
故
に
主
な
る
も

の
は
物
形
に
し
て
敢
て
材
体
の
如
何
を
問
は
ず
簡
易
に
し
て
充
分
の
技
能
を

顕
は
す
を
得
べ
き
手
段
を
採
る
べ
き
な
り
箱
霊
に
あ
り
て
紙
又
は
布
に
書
早

く
と
陶
器
琺
瑯
若
し
く
は
織
物
に
窯
す
と
其
根
原
の
術
は
一
な
る
が
如
く

彫
塑
に
あ
り
て
も
泥
土
に
て
作
り
た
る
形
は
之
を
木
石
牙
角
に
彫
り
若
く
は

金
闊
に
躊
造
し
た
る
も
之
を
作
る
の
術
は
一
な
り
我
邦
古
代
の
彫
刻
物
に

木
製
多
し
と
雖
も
之
を
美
術
な
り
と
す
る
は
必
ら
ず
し
も
木
に
彫
り
た
る
が

故
に
あ
ら
ず
し
て
顕
れ
た
る
形
の
美
な
る
が
為
な
り
希
服
古
代
の
石
像
を

貴
重
な
り
と
す
る
も
石
を
彫
む
の
術
を
賞
す
る
に
あ
ら
ず
材
体
の
如
何
は

篭
も
美
術
の
債
値
と
闊
係
せ
ず
然
る
に
世
人
は
彫
刻
な
る
繹
語
を
見
て
直

ち
に
彫
石
彫
木
の
エ
技
を
以
て
美
術
と
認
む
る
が
如
き
あ
ら
ば
誤
解
も
ま
た

甚
し
き
も
の
な
り
古
へ
分
業
の
行
は
れ
ざ
り
し
時
代
に
技
術
家
は
自
ら
手

を
下
し
て
木
石
の
彫
刻
を
な
せ
り
と
雖
も
今
日
の
彫
刻
家
は
原
型
を
作
る
に

止
ま
り
彫
刻
の
エ
技
は
之
に
熟
し
た
る
職
工
に
委
任
し
た
り
木
彫
石
彫
の

美
術
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
石
脅
錨
型
の
美
術
に
あ
ら
ざ
る
と
同
じ
く
明
白
な
る

事
質
な
り
と
す
故
に
従
来
の
彫
刻
科
の
如
く
木
彫
の
技
を
主
と
す
る
を
改

以
な
り

る
べ
か
ら
ず

め
て
完
全
の
物
形
を
製
出
す
る
塑
造
術
を
學
ば
し
め
て
原
型
に
重
き
を
置
く

べ
し
歌
洲
諸
図
の
各
美
術
學
校
に
は
綸
鸞
彫
塑
の
外
に
建
築
科
を
置
く
と

雖
ど
も
建
築
は
工
科
大
學
に
造
家
學
科
の
設
け
あ
る
を
以
て
更
に
美
術
學
校

に
於
て
類
似
の
科
を
設
く
る
の
急
要
あ
る
を
認
め
ず

す
を
得
べ
し

（
四
月
十
日
付
）

•••••••••••••••••• 
五
學
年
の
制
に
代
ふ
る
に
競
技
法
を
以
て
す
べ
し

美
術
の
修
養
は
他
の
學
藝
と
其
趣
を
異
に
し
一
定
の
順
序
を
踏
み
一
定
の

知
識
を
得
て
業
を
卒
る
べ
ぎ
に
あ
ら
ず
學
び
て
得
た
る
所
を
活
用
し
て
其

結
果
を
形
に
顕
は
す
べ
き
な
り
習
熟
の
遅
速
は
各
人
の
資
質
に
應
じ
て
同

じ
か
ら
ず
其
成
績
は
形
と
な
り
て
顕
は
る
4

を
以
て
知
覺
的
に
判
定
を
下

故
に
學
力
の
審
定
は
他
の
學
藝
と
異
り
た
る
方
法
を
採
ら
ざ

宜
し
く
之
を
改
め
て
競
技
法
を
以

是
歌
洲
の
各
美
術
學
校
に
於
て
競
技
法
の
採
用
せ
ら
る
4

所

然
る
に
學
藝
學
校
と
平
衡
を
得
る
が
為
め
強
て
學
年
を
分
ち
て
進

級
せ
し
め
年
限
を
定
め
て
卒
業
せ
し
む
る
は
競
進
の
氣
力
を
冷
衰
せ
し
め
有

望
の
技
術
家
を
し
て
充
分
の
技
能
を
研
磨
す
る
の
餘
地
な
か
ら
し
む
是
員

の
技
術
家
を
養
成
す
る
の
道
に
あ
ら
ず

て
進
級
せ
し
む
る
の
制
と
な
す
べ
し

••••••••••.•••• 
六
卒
業
證
書
に
代
へ
て
賞
欣
を
奥
ふ
べ
し

競
技
法
に
依
り
て
學
力
の
程
度
を
定
む
る
と
す
れ
ば
卒
業
證
書
を
典
ふ
る

の
必
要
な
し
生
徒
は
在
學
の
年
齢
を
規
定
し
齢
満
れ
ば
退
學
せ
し
む
べ
し

競
技
は
之
に
種
類
を
分
ち
習
熟
の
程
度
に
應
じ
順
次
に
各
競
技
に
加
る
を

得
せ
し
め
最
高
等
の
競
技
に
於
け
る
優
勝
を
以
て
卒
業
と
見
傲
す
を
得
べ
く
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ノ＼
競
技
の
結
果
は
敷
等
の
賞
状
及
び
之
に
添
へ
た
る
各
種
の
賞
を
典
へ
優
等
者

に
脩
學
上
の
便
盆
を
得
せ
し
め
之
を
奨
勘
す
る
の
法
を
取
る
べ
し

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

美
術
の
脩
養
に
必
要
な
る
學
科
の
隧
意
講
筵
を
設
く
べ
し
其
學
科

••••••••••••••••••••• 
は
美
術
解
剖
遠
近
法
美
術
史
考
古
學
外
國
語
の
五
科
と
す

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

但
し
外
國
語
は
佛
語
と
定
む
べ
し

藝
術
の
修
養
に
必
要
な
ら
ざ
る
多
く
の
學
科
を
設
く
る
は
生
徒
の
課
業
を

多
端
な
ら
し
め
其
精
神
を
過
哨
し
為
め
に
必
要
の
學
科
に
封
す
る
力
を
減
殺

し
て
質
技
の
練
習
を
妨
ぐ
る
の
み
な
ら
ず
一
方
に
は
無
用
の
経
費
を
増
加
す

べ
し
且
既
に
學
年
を
分
つ
の
制
を
麿
す
る
以
上
は
宜
技
進
歩
の
程
度
に
應

じ
て
必
要
な
る
べ
き
學
科
を
適
宜
に
學
ぶ
を
得
る
為
に
随
意
講
筵
を
開
き
各

科
の
生
徒
を
し
て
随
時
に
聴
講
せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず

外
國
語
を
佛
語
と
定
め
た
る
は
佛
図
は
世
界
美
術
の
中
心
と
な
り
諸
般
の

藝
術
の
獲
逹
し
た
る
こ
と
彼
國
に
勝
る
所
な
き
を
以
て
其
國
語
を
知
る
は
技

藝
家
に
取
り
て
利
盆
多
か
る
べ
く
且
つ
美
術
研
究
に
留
學
生
を
派
遣
す
る
の

場
合
に
も
亦
佛
國
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
豫
め
其
語
に
熟
せ
し
む
る

の
必
要
あ
る
べ
し

七

（
四
月
十
五
日
付
）

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

宜
技
の
教
授
法
は
主
任
赦
員
に
委
任
す
べ
し

箱
壷
及
塑
造
の
技
藝
科
を
敷
箇
の
教
場
に
分
ち
主
任
数
員
を
定
め
て
授
業

を
援
任
せ
し
む
る
と
せ
ば
各
赦
場
に
於
け
る
数
授
法
は
第
一
項
に
述
べ
た
る

方
針
に
背
か
ざ
る
限
り
之
を
主
任
赦
員
に
委
任
し
其
責
を
負
は
し
む
べ
し

美
術
の
諸
科
は
各
科
に
於
て
之
を
學
ぶ
の
順
序
を
殊
に
し
、
流
派
の
如
何
と

日
本
画
教
育
改
良
問
題

明
治
三
十
二
年
三
月
三
日
付
『
読
売
新
聞
』
に
、
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き

記
事
が
載
っ
て
い
る
。

④
 

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

．
．
．
．
．
．
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．
．
．
．
．
．
 

参
考
室
を
設
け
て
内
外
古
今
の
作
品
其
他
美
術
に
関
係
あ
る
學
術
の

••••••••••• 
参
考
品
を
蒐
集
陳
列
す
べ
し

我
邦
に
あ
り
て
美
術
の
焚
逹
上
最
も
開
け
た
る
要
件
は
参
考
品
の
備
ら
ざ

る
に
あ
り
今
日
如
何
な
る
天
票
の
偉
オ
を
生
ず
る
と
も
古
来
の
作
品
を
見

て
解
悟
す
る
の
道
な
く
し
て
は
自
然
其
思
想
狭
陰
に
し
て
充
分
の
技
伺
を
暢

ぶ
る
能
は
ず
美
術
に
要
す
る
學
科
を
講
習
す
る
に
も
肌
に
聴
講
の
み
に
止

め
て
標
本
其
他
の
参
考
品
に
就
き
質
瞼
せ
し
め
ざ
れ
ば
完
全
の
學
識
を
得
る

こ
と
難
し
欧
洲
諸
闊
に
あ
り
て
は
博
物
館
の
設
備
整
ひ
て
美
術
家
の
参
考

に
資
す
べ
き
古
今
の
作
品
を
完
全
に
蒐
集
し
た
る
に
係
ら
ず
各
美
術
學
校
に

は
別
に
陳
列
室
を
設
け
て
数
育
上
必
要
の
参
考
品
を
集
め
た
り
我
邦
に
あ

り
て
は
未
だ
美
術
博
物
館
の
設
備
あ
ら
ざ
る
を
以
て
美
術
學
校
内
に
参
考
室

を
整
備
す
る
の
必
要
は

一
層
切
な
る
を
認
む
是
質
に
刻
下
急
要
な
る
問
題

の
一
な
り
と
す

九
赦
員
其
人
の
意
見
に
應
じ
て
自
ら
同
一
の
方
法
を
取
る
能
は
ざ
る
あ
り

に
各
科
に
通
ず
る

一
定
の
教
授
法
を
設
け
て
規
矩
す
る
こ
と
な
く

の
主
任
教
員
に
委
任
す
る
を
以
て
得
策
と
す

●
東
京
美
術
學
校
の
聾
談

（
四
月
十
七
日
付
）

故

各
赦
場
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